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日本技術士会 千葉県支部会報 第 14 号 

日本技術士会千葉県支部 広報委員会 

合格者祝賀講演会開催される 

 去る 2026 年 6 月 6 日に千葉市文化センターを実会場として、ZOOM での配信を交

えたハイブリッド形式で合格者祝賀講演会が

開催されました。 

 当日は新合格者11名を含む合計41名が参

加し、本部理事である県支部会員の諸田技術

士（情報工学部門、総合技術監理部門）をお

招きして講演頂くと共に、志澤支部長、秋田技

術士（情報工学部門）、相賀技術士（建設部

門）、阿部技術士（電気電子部門）から自身の

経験を中心とした技術士業務の事例紹介が

ありました。講演会後は懇親会も開催され引

き続き活発に意見交換が行われました。 

 

コロナ ビフォーアフター～新型コロナ流行期を振り返って～ 

～コロナ禍ビフォーアフターの技術士業務の「変遷」②～沼畑和喜（電気電子） 

（リモートにより関係性は薄いが、テレミーティングはむしろ全国規模） 

労働安全・衛生コンサルタントは、労働災害を防止する使命があり、受験勉強範囲が広

く大変かも知れませんが、労働者を守る、家族を不幸にさせない、などの社会貢献につな

がります。 

技術士である皆様は本業の技術研鑽でも大変だと思いますが、今まで培った（本業の

技術分野にかかる安全衛生の）知識と経験を活かして試験勉強して合格することで 

安全衛生面での社会貢献も可能になります。 

比較的大きい規模の企業に較べて中小企業における労働災害の発生割合は高いです。

大企業は、労働災害労働安全/衛生にかかるは専門の部署が設置されている場合が多い

ですが、中小企業は違います。安全や衛生を指導できる人がいない場合が多いです。 

ましてや昨今のように生産年齢人口の減少で来日する外国人実習生に頼らざる得ない

状況です。外国人実習生の場合には当然英語での指導も必要です。 

もし、技術士の皆様が、少しでも労働災害撲滅に貢献を考えてくださるのなら、ご説明

に伺います。 



技術士会千葉支部であれば、広報委員の櫛野勝様まで連絡いただくと当グループから

担当者がご説明に伺います。労働災害を発生させない、更に労働者の家族も不幸にさせ

ないことに貢献する意義を感じる方は一考してみてください、 

なお、受験資格とは別に、口頭試験に合格するためには労働安全の実務経験（や知識）

は今までの口述試験ネット情報の傾向より 10 年以上は必要と思われます。口述試験の時

に、試験官の一人である、厚生労働省の技官に実務経験等質問され、回答内容によりコン

サルタントとしての資質の有無を確認されます。 

実務経験年数についてですが、例えば、職場の安全パトロールをしたでも大丈夫（？）

で、皆様、なんかしらかの接点があると思います。受験相談いただいた場合には、当グル

ープでご経歴の確認をさせていただきます。 

技術士の一次試験、二次試験記述、口述試験を突破された皆様なら、何かしらの策を

練れば大丈夫です。試験は、決して落とすためではなく、コンサルタントとして経営者に安

全の重要性を説得できる方なのかを確認されます。 

技術士としての倫理観、技術的主張は、皆様お持ちです。労災を起こさせない、社会貢

献していただける方、よろしくお願いいたします。 

 

私の趣味 

～見聞録～矢野知隆（経営工学） 

旅の三条件 健康、時間、金、が揃っている内に、いろいろ試そう。

若年は金がない、成年は時間がない、老年は健康がない。三条件

揃う時期って一生で 10 年も無いんじゃないかなぁ。 

-----2024.11.11 オトキュウ１ 鳴子 

オトキュウ=JRE 大人の休日倶楽部会員だけの 5 日間乗り放題 18800 円限定枚数チ

ケット(年間三〜四回指定された閑散期 10 日だけ使える)を用いた旅の事。 

今回特別期間 11/11-12/05 の任意の連続 5 日。場所を選べば、まだ紅葉に間に合う

ぞ。このチケットの存在は、オレの東日本旅にパラダイムシフトを起こした。無し=交通費も

ったいないから一筆書きで宿泊しながら旅する。有り=新幹線内を朝寝昼寝時間にして

日帰り往復で行きたい場所のみに。天気に合わせて。 

で、今日は東京雨だけど北は良い天気だから、鳴子峡&鳴子温泉に出掛ける事にした。

0630 発。これが大成功。紅葉真っ盛り、快適外気 19 度、ずんだ餅、伊達政宗ビール。 

客も道も閑散(昨日日曜日は大渋滞だったって)。ここでコレなら、もっと北も未だ紅葉い

けるな。 

    
 



暇そうな駐車場案内員の地元爺に尋ねて、彼がよく行くという温泉:滝の湯に。コレがま

た凄く良い。温泉神社横。ぬる湯と熱湯、真っ白な掛け流し。打たせ湯の圧も丁度良い。し

かも 300 円。 

1500。さて帰ろう。今から新幹線内で昼寝だ。今日だけで既に 2.5 万円分乗った。 

-----2024.11.12 オトキュウ２ 志張、新玉川 

オトキュウ 1 で鳴子峡紅葉観て、「もっと北が今年はまだ行けるな」と判断した。オトキュ

ウ 2 では東京から田沢湖、志張温泉玉川温泉まで足を伸ばしてみた。(朝 0900 に鳴子:

古川駅を再度通過して) 

田沢湖は秋最盛期。玉川登るに従い冬始め。こりゃ面白い。2 ヵ月時間を１時間で経験し

ている感じ。 

秘湯:志張温泉は山奥崖の下。先達一人。楽しい会話。 

・母が死に、静岡から秋田湯沢の実家に移住して一年。女房に逃げられた。 

・手の指に水虫が出来て、治療に玉川温泉に 5 日連続入ったら、治って来た 

・副反応として、強酸で背中に穴が多数空いて痒くて堪らない。 

・火傷やこの種症状には志張のマグネシウム湯が良いと聴き、訪問 6 日目。やっと寛解

した。 

・ここに毎日２時間入っていたが、初めて相棒客に会った。あんたも変人だね。 

オレは、新玉川に立ち寄って一皮剥いて、田沢湖ではちみつ買って、こまちに乗った。 

こりゃ、もっと北でも紅葉残っているんじゃないかな。温暖化で地球壊れちゃったな。 

 

   
 

～私の趣味―桜―～鈴木輝征（森林部門） 

私の趣味は何と言っても時代劇ですが、これは別格で、ここで紹介させていただくのは

桜です。私は約 40 年間、森林や樹木を対象に仕事をしてきました。業務で山に入ったと

きなど桜に出会い、幸運を感じました。特に早春、渓流沿いに咲く豆桜の清楚な可憐さは

忘れられません。 

一方で、桜の世界にのめりこんではならないと自身を押さえてきました。桜は分類・同定

が一筋縄ではいかないうえ、その文化的・歴史的な深さは簡単に立ち入ることができるも

のではないと感じていたからです。例えば、西行の和歌を取り上げても、その理解は容易

なことではありません。まして能や歌舞伎の演目の中には桜がテーマのものもあり、これら

の演目は眼にすることすら難しい面があります。これらの事情以上に、日常の業務が手一

杯で、桜に時間と経費をかけることはできませんでした。 

しかし、定年退職で状況は変わります。何の制約もありません。かねて考えていた通り、



樹木の勉強をやり直して樹木医の資格を取り、桜の種・品種の分類を学び、桜の講習会に

参加し、桜と向き合い、そのたびに宿題を与えられ、20 年以上が経ちました。 

昨年は北海道の野付半島から根室半島にかけて千島桜の観察に出かけました。特に別

海町で傘の柄を取り除いたような樹形の巨大な千島桜と向き合い、その迫力に圧倒され

ました。桜は毎年のように美しさと、ある種の驚きを与えてくれます。 

ところで、時代劇の忠臣蔵で例の切腹の場面では必ず桜が出てきますが、その桜は画

面で見る限り染井吉野です。元禄の時代ではまだ染井吉野はこの世に存在していないの

です。この場面になると、いつも何とかならないものかと思うのです。 

 

広報委員会からのお知らせ 

○県支部からの案内が届かない方は広報委員会までご連絡を 

千葉県支部では CPD 講演会の案内をはじめ、会員向けの種々な案内を同報メールに

て配信しています。 

支部から各種案内の同報メールが届かない方、メールアドレスを変更する（した）方は、

お手数ですが広報委員会メールアドレス（chiba@engineer.or.jp）までご連絡下さい。 

また、技術士会 HP の会員ページにて、「本人情報変更申請」の「案内メール区分」を 

「当会からの案内メールを受信する」になっているか改めて確認下さい。 

○支部会員皆様からの会報原稿を随時募集致してます！ 

千葉県支部では会員の皆様からの原稿を随時募集しています。 

日頃の活動紹介、ご自身の趣味紹介等々、どんどんお送りください。 

○一緒に広報委員会で活動して頂けるメンバーを随時募集致してます！ 

広報委員会では一緒に広報活動に取り組んで頂ける会員を募集しています。 

我こそは！と思われましたら、是非、chiba◎engineer.or.jp までご連絡下さい(◎を

＠に変えて送付下さい)。 
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